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研究成果の概要： 本研究は、主要な美的カテゴリーたる「崇高」概念をめぐっておこなわれ

た。その成果として、（1）まず、その導出の具体的な諸契機を、近代崇高論者の祖たるアイル

ランド人エドマンド・バークが生きた 18 世紀アイルランド（およびイギリス）の文化風土に

求めた。これによって「崇高」が本来はらんでいた実践的な批判精神にまで肉迫し得たと思う。

（２）次に、こうしたバーク以来の歴史的な「崇高」概念のうちに見いだされた「感性」的な

思考法を現代へと応用することで、我々が現在かかえる喫緊の課題（人間存在の病理）を鋭く

抉りだす可能性があることも示し得たと思う。結果として、「崇高の美学」こそ、混迷する高度

に発達した現代社会の危機を乗り越えるのに重要な指針を与えるだろうということも分かって

きた。  
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2007 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 300,000 3,700,000 
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１． 研究開始当初の背景 

2001 年度（個人科研費・日本学術振興会
特別研究員奨励費の支給）以来、継続的にお
こなってきた、「崇高美学」の祖エドマンド・
バークにかんする、アイルランドおよびイギ
リスなどにおける生活環境のフィールドワ

ーク調査。ならびに、こうした実地調査と並
行して（ないしその基礎理論研究として）、
大阪大学文学部の学部・大学院（博士前期・
後期）・特別研究員時代以来（学位取得：学
士 1993 年、修士 1996 年、博士 2004 年）、
さらに広島大学総合科学部奉職以来（2004
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年 4 月より）、おこなってきた総合的かつ臨
床哲学的な近現代「崇高」理論の表象文化論
的な解明。具体的には、2004 年 3 月の（単
著）「初期バークにおける美学思想の全貌―18

世紀ロンドンに渡ったアイリッシュの詩魂
―」（大阪大学大学院文学研究科・平成 15 年
度博士学位論文）、2005 年 10 月の（単著）「〈崇
高〉とは何か―生の臨界点に立つ美学―」（『臨
床哲学研究』第 6 号、pp. 74-99）〔以上２つ
の論文は広島大学図書館リポジトリにも電
子版あり〕にまとめられた研究の延長である。 

 

 

 

２． 研究の目的 

（1）バークの「崇高」概念の導出過程を、
近代最初の崇高論者たるアイルランド人エ
ドマンド・バークが生きた 18 世紀のアイル
ランド（およびイギリス）の文化風土との関
連から具体的に（フィールドワーク調査を通
じて）探ることが第一の目的であった。（2）
また、こうしたバーク以来の「崇高」概念に
内在する要素を取り出し再規定することで、
現代社会における様々な文化的諸事象（歴史
記述・精神病理など）をめぐって、「崇高美
学」を念頭においた「感性論＝美学」的な研
究視座の有効性を、臨床的に確認することも
また重要なねらいであった。 

 

 

 

３． 研究の方法 

 主として以下３つの方法で研究に従事し
た。（1）アイルランドならびにイギリスへの
現地フィールドワーク調査（特に現地の研究
者・郷土史家との情報交換）および映像を含
む現地資料収集。（2）国内の美学芸術学、ア
イルランド文化史、18 世紀思想等の関連分野
の研究者（大学等教育機関ばかりでなく、美
術館・博物館所属の研究者）との情報交換お
よび原物作品の検分。（3）18 世紀を中心とす
るアイルランドおよびイギリス芸術・文化・
宗教・歴史など関連稀少書籍の購入と検討。 

 

 

 

４．研究成果 
 

（1） 海外フィールドワーク調査 

主として 2007 年 3 月、2008 年 3 月、2009

年 1 月の海外調査を踏まえ、①幼少年期を過
ごした父母の故地アイルランドコーク州ブ
ラックウォーター渓谷でのバーク関連遺構
の詳細な位置確認（2001 年調査時の研究成
果の確認と修正）、②中等学校教育を受けた
アイルランドキルデア州バリトアのクエー
カー寄宿学校の経営者兼校長Ａ・シャクルト

ンによるバークへの影響。ことに当時の英国
ヨークシャー州スキップトン（シャクルトン
の出身地）周辺におけるクエーカリズムの興
隆と教育システムの拡充・伝播の様相の確認。 

③1750 年頃のバーク渡英以後のロンドンで
の生活環境の変遷（居住地の確認）とロンド
ンに住むマイノリティ（「宗教難民」たるユ
グノーやクエーカーなどの職能）の生活環境
の変化の比較（あるいは、ロンドン市域の拡
大との呼応の確認）。④1760～70 年代のバー
ク政界登場後のパトロン状況（コーク州出身
の同郷後輩画家ジェイムズ・バリーの援助）
や北米や故国アイルランドとの植民地貿易
の自由化をめぐるブリストル商人（陶磁器製
造業者リチャード・チャンピオン）との深い
かかわりの発見。以上の成果は、以下業績一
覧に記した、2009 年 1 月以降随時執筆の研
究エッセイ・シリーズ、「＜崇高＞の聖地―
愛蘭土紀行」（1）（2）（3）（『誠信プレビュー』）
および「バークの肖像」（その 1）（『広島芸術
学会報』）、また「コーク生まれのカトリック
画家 ジェイムズ・バリーの出帆」（『日本ア
イルランド協会会報』）と公開されている（な
お、さらに別稿も公刊・公表予定）。 

 
（2）バーク崇高美学の現代への応用 

主として、2008 年 5 月に上梓した単著『崇
高の美学』講談社（選書メチエ）が、バーク
を核とする崇高美学の歴史展開（＜自然と人
間＞の関係から）と、現代の高度科学技術社
会における現代的崇高論（＜技術と人間＞の
関係から）とを架橋する総合的な研究成果だ
といえよう。また、本書の刊行と前後する、
2008 年 3 月のアメリカン・サブライム論（『臨
床哲学研究』広島大学）と、2009 年 5 月の
歴史的崇高（あるいは原爆ヒロシマ）論（『芸
術はどこから来てどこへ行くのか』晃洋書
房）は、まさにバーク以来の「崇高」概念の
はらむ感性的な批判力が、現代社会における
歴史記述の問題（あるいは人間精神の病理）
を鋭く抉るのに成功していることを示した
成果だと思われる。わけても、世界最初の被
爆地ヒロシマをめぐる表象化（あるいは歴史
記述）の問題を、その表象不可能性に注目し
つつ「歴史的崇高」概念を援用して考察した
ことは特質に値しよう。その際、遺物断片と
しての「被爆資料」（原爆ドームも含む）保
存の意義、原爆ミュージアムとしての平和資
料館や慰霊碑を中心とする平和記念公園と
いう視覚システムが拠って立つ感性的な（＝
美学的な）側面にまで論究できた。 
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①『美術手帖（BT）』（月刊：通巻 917 号）
2009 年 1 月号、美術出版社、pp. 56-57、（「読
み、考えることで感性を磨く 10 冊の本」：評
者 天内大樹・建築美学者）。 

 

②『図書新聞』第 2888 号（週刊）、2008

年 10 月 4 日（土）付、第 4 面。 

 
③高橋哲雄『都市は＜博物館＞―ヨーロッ

パ・九つの街の物語』岩波書店、p. 145、2008

年 9 月。 
 

④『山と渓谷』2008 年 9 月号（月刊：通
巻 881 号）、山と渓谷社、p. 204（評者 浜田
優・詩人）。 

 

⑤『上毛新聞』（朝刊）、2008 年 7 月 6 日
（日）付、日曜書評（新刊ガイド）。 

 

⑥『日本経済新聞』（朝刊）、2008 年 6 月
29 日（日）付、第 25 面（読書欄：評者 塚
原史・早稲田大学教授）。 

 

⑦『中国新聞』（朝刊）、2008 年 6 月 7 日
（土）付、第 11 面（文化欄：ニュース報道
記事）。 



 

（2）博物館パネル展示 

 

「崇高の美学――宮島風景美学」（単独展示パ
ネル：２枚）：展示パネル１「宮島風景美学
―崇高な山岳と優美な社殿、大鳥居からのピ
クチャレスクな眺め―」 、展示パネル２（回
転パネル）「ヒロシマ《崇高》天地反転図 ：
広島二大世界遺産、あるいは、反転する二つ
の＜崇高＞―厳島神社と原爆ドーム―」、広
島大学総合博物館・第二回企画展《世界遺産 

宮島の魅力―発進！！広大の宮島学―》、「宮
島から世界へ――広島大学からの発信」部門、
会期：2008 年 7 月 18―8 月 7 日（於広島大
学・学士会館）、別日程にて他会場巡回。 
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Peter de Bolla, Art Matters （ Harvard 

University Press, 2001）、『心の危機と臨床
の知』第 8 号（甲南大学人間科学研究所編）、
2007 年 2 月。 
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